










述べられており、章毎のタイトルにも、18 章すべてに yoga を含むタイトルが付けられている版も多く
見られる 4）。また、註釈家として知られるマドゥスーダナ・サラヴァティーは『ギーター』の 18 章を三











































一面が窺える。今、全体を前段（1 章～ 6 章）、中段（7 章～ 12 章）、及び後段（13 章～ 18 章）に分





知識のヨーガについては、前段に 1 回と後段に 2 回現れるのみであり、集計結果のみからは、定説に





















buddhiyukto jahAtIha ubhe sukRtaduSkRte














この他、「太古から伝承される神秘的なヨーガ・不滅のヨーガ」（yoga avyaya, 4.1 ～ 4.3、18.75）、
「ヨーガに登ろうとするムニ」（ArurukXoH muneH yogam 6.3a）、「ヨーガに登った人」（yoga ArUDhasya 
6.3c、6.4）などがある。ここで「ヨーガに登る」という表現からは、背景としてヨーガの準備段階から
最終の三昧に至るまでの階梯、即ち、八支則 19）がイメージされる。
4.1 ～ 4.3 はヨーガ伝承の歴史を語る部分であり、「不滅のヨーガ」とは『ギーター』全体で説かれて
いる教えを意味する。従って、掉尾を飾る、
vyAsaprasAdAc chrutavAn etad guhyam ahaM param




sarvabhUtastham AtmAnaM sarvabhUtAni cAtmani
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IkXate yogayuktAtmA sarvatra samadarSanaH 6.29
ヨーガに専心し、一切を平等に見る人は、自己（アートマン）を万物に存すると認め、また万物を自
己のうちに見る。




bAhyasparSeXv asaktAtmA vindaty Atmani yat sukham










ることができる。『ギーター』では行為のヨーガは 19 カ所に現れ、大半が 2 章から 5 章にかけて説かれ
ている 21）。しかし、このうち karma-yoga として記載されるのは 5 カ所であり、残りは yoga の単独用法
のうち、文脈から行為のヨーガと判断されるものである。
最初に karma-yoga が現われるのは、
lokesmin dvividhA niXThA purA proktA mayAnagha









yogasthaH kuru karmANi saGgaM tyaktvA dhanaJjaya










yas tv indriyANi manasA niyamyArabhaterjuna














saMnyAsas tu mahAbAho duHkham Aptum ayogataH







yogayukto viSuddhAtmA vijitAtmA jitendriyaH










ガ思想の一つとされるが、jJAna-yoga として記載されるのは 2 カ所（3.3、16.1b）に過ぎず、もう１カ








SreyAn dravyamayAd yajJAj jJAnayajJaH paraMtapa












The MAHABHARATA critically edited by S. K. Belvalkar (Bhandarkar Oriental Research Institute, Poona, 
1947) 6.23.1 ～ 6.40.78 (Vol. 7, pp. 114-188)
S. G. Mudgal, The Bhagavad Gita – Sanskrit text, English translation and Notes (Himalaya Publishing 
House, Mumbai, 2003)






・『ギーター』に現われる yoga 及び関連語句の検索には、Sanskrit 版電子テキスト（http://www.sacred-
texts.com/ The Bhagavad Gita in Sanskrit）を使用した。
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６）中村元『ヨーガとサーンキヤの思想』（中村元選集［決定版］第 24 巻、春秋社、1996）pp. 5-7
７）服部正明訳「死神の秘教－カタ・ウパニシャッド」（『バラモン教典　原始仏教』中央公論社、1979、
pp. 130-151）p. 151
８）Vaman Shaivaram Apte, The Practical Sanskrit-English Dictionary  Revised and enlarged edition 
(Rinsen Book Co., 1978) では、yoga に 42 の意味を掲げる。ちなみに、F. Edgerton は、上記の辞書
には見当たらないが、yoga の訳語として discipline を当てている。
９）『カタ・ウパニシャッド』6.10-11
10）『ヨーガ・スートラ』1.2
11）Bangali Baba, Yogasūtra of Patañjali with the Commentary of Vyāsa (Montilal Banarsidass Publishers 







巻第 11 号　1991、pp. 199-215）
15）単独用法の yoga のうち、karma-yoga などの個別ヨーガを指すと判断される場合には、yoga 単独用
法の統計から除外し、個別ヨーガとしてカウントした。
16）『ギーター』の大半の詩節（Sloka）は各行が８音節からなる４行で構成される。順に a,b,c,d とし、





19） 八 支 則 aXTa-aGgAni と は、 禁 戒 yama、 勧 戒 niyama、 坐 法 Asana、 調 気 法 prANAyAma、 制 感
『バガヴァッド・ギーター』とヨーガの思想（１）





21）Bombay and Calcutta Edition 他、特に第３章の章タイトルを karma-yoga とする版が多い。（S. 
Soerensen, An Index to the Names in the Mahabharata, Montilal Banarsiddass, 1963(reprinted), p. 
26）
22）辻訳（p. 49）では、2.48d の yoga を「カルマ・ヨーガ」と解釈している。
23）知識の祭祀（３カ所）については、付表の yoga 統計に含まれていない。
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